
 

 



Comprensión auditiva 

聴き取り問題 

TAREA 3 P33 重要語句・フレーズ 

 
男性 
¿Isabel? ¿Eres tú? 
イサベゥ？ エレス トゥ？ 
イサベルなの？ 
 
 
⼥性 
¡Ángel! ¡Qué sorpresa! ¡Cuánto tiempo! ¿Qué te cuentas? 
アンヘル！ ケ ソルプレサ！ クアント ティエンポ！  
ケ テ クエンタス？ 
アンヘル！驚いたわ！久しぶりね！どうしてるの？ 
 
 
この部分の⼥性のこのセリフは、全てそのまま覚えましょう 
 
!Qué sorpresa!：「驚いたね！」 
思いもしない相⼿に出会した時に使う表現ですが、あえて訳す必要はないかも
しれません。 
 
cuánto tiempo：「久しぶり」 
＊cuánto tiempo sin verte や cuánto tiempo sin vernos と⾔ったりもします。 
cuanto ではなく、cuánto です。 
 
¿Qué te cuentas?：「どうしてるの？」「元気にしてるの？」 
 



男性 
¡Uf! Tantas cosas. No sé por dónde empezar. 
ウッ！ タンタス コサス。ノ セ ポル ドンデ エンペサール。 
⾊々あってね。何から話せばいいか分からないよ（何から話せばいいかな...）。 
 
 
このセリフも、そのまま覚えてそのまま使いましょう。 
 
 
Como sabes, me casé con Marta, 
コモ サベス、メ カセ コン マルタ。 
ご存知のように、マルタと結婚したんだ。 
 
 
como sabes：「知ってるように」「知ってる通り」 
 
casé は casar「結婚する」の過去形（点過去）で、yo「私」を主語とする活⽤ 
yo casé とは⾔わず、me casé と⾔います。 
 
 
Pero la cosa no funcionó y nos separamos después de un año. 
ペロ ラ コサ ノ フンスィオノ イ ノス セパラーモス デスプエス 
デ ウン アーニョ。 
でも、上⼿くいかなくて。僕たちは（結婚から）1 年後に別れたんだ。 
 
 
la cosa no funcionó：「（物事は）上⼿く⾏かなかった」 
 
separamos は separar「別れさせる」という動詞の過去形（点過去）で、 
nosotros「私たち」を主語とする活⽤ 
「別れる」という場合は、Yo separo とは⾔わず Me separo と⾔います。 
 



⼥性 
¡Vaya! 
バジャ！ 
まぁ！ 
 
 
男性 
Éramos demasiado jóvenes, 
エラモス デマスィアード ホベネス、 
僕たちは若すぎたんだ。 
 
menos mal que no tuvimos niños, fue más fácil así. 
メノス マゥ ケ ノ トゥビーモス ニーニョス、フエ マス  
ファースィゥ アスィ。 
⼦供がいなくてよかったよ。その⽅が良かった。 
 
 
menos mal que〜：「〜でよかった」＊過去形で表現されることが多いですね。 
 
fue más fácil así は直訳すると「その⽅がもっと簡単だった」ですが、 
要するに、⼦供がいたらもっとややこしい話になっていた、ということ。 
 
 
¿Y tú? ¿Sigues con Alfonso? 
イ トゥ？ スィゲス コン アルフォンソ？ 
君は？アルフォンソとの関係は続いているの？ 
 
 
sigues は seguir という動詞の、tú「君」を主語とする活⽤。「続ける」「着いてい
く」などの意味がありますが、ここでは「付き合いが続いている」という意味で
使われています。 
 



⼥性 
¡No! Lo dejamos poco tiempo después de terminar la universidad. 
ノ！ロ デハーモス ポコ ティエンポ デスプエス デ テルミナール ラ 
ウニベルスィダ。 
いや。⼤学を卒業して少ししてから別れたわ。 
 
 
Lo dejamos の Lo というのは、Alfonso「アルフォンソ」との関係のことですね。 
dejamos は dejar という動詞の過去形（点過去）で、nosotros「私たち」を主語
とする活⽤で、いろいろな意味がある動詞ですが、ここでは「やめた」という 
意味で使われています。 
 
poco tiempo después de〜：「〜してから少しして」「〜してからすぐに」 
後ろに動詞がくる場合は、動詞原型となります。 
 
 
Cuando empecé a trabajar conocí al que ahora es mi marido 
クアンド エンペセ ア トラバハール コノスィ アゥ ケ アオラ エス 
ミ マリード。 
働き始めた頃に、今の夫と出会った（知り合った）の。 
 
y tenemos dos niños preciosos. 
イ テネーモス ドス ニーニョス プレスィオーソス。 
そして、可愛い⼦供が⼆⼈いるの。 
 
 
ここでの Cuando は、疑問詞の Cuándo とは全く違います。混同しないように 
しましょう。 
 
empecé は empezar という動詞の過去形（点過去）で、yo「私」を主語とする 
活⽤ですね。【empezar a＋動詞原型】の形で「〜し始める」という表現です。 
 



conocí は conocer という動詞の過去形（点過去）で、yo「私」を主語とする活⽤ 
【conocer a〜】で「〜と知り合う」という表現ですね。 
 
conocí al que ahora es mi marido 
このフレーズは、使える会話の内容は限定されるかもしれませんが、そのまま 
覚えて使って良いと思います。mi marido の部分を、内容などによって変えると
良いですね。 
 
 
男性 
¡Qué bien! ¿Y en que trabajas? 
ケ ビエン！ イ エン ケ トラバハス？ 
いいね！それで、仕事は何をしているの？ 
 
 
ここのセリフも、そのまま覚えましょう。 
 
 
⼥性 
Estuve un par de años en una compañía de exportación, 
エストゥーべ ウン パル デ アーニョス エン ウナ コンパニーア デ  

エクスポルタスィオン（エスポルタスィオン）。 
ある輸出会社で 2年働いたわ。 
 
pero ahora mismo no trabajo, los niños son demasiado pequeños. 
ペロ、アオラ ミスモ ノ トラバホ、ロス ニーニョス ソン  
デマスィアード ペケーニョス。 
でも、今は働いてないの。⼦供達も⼩さいし。 
 
 
ここは、間に un par de años が⼊っていますが、Estuve en una compañía です
ね。「ある会社にいた」ということですね。 



Estuve は estar 動詞の過去形（点過去）で、yo「私」を主語とする活⽤ですね。 
【un par de〜】は「２つの〜」という意味で、場合によっては「2, 3 の〜」とい
う意味の場合もあります。 
 
exportación：「輸出」 
 
 
Aunque ya quiero volver. 
アウンケ ジャ キエロ ボルベール。 
もう⼀度、早く仕事したいんだけど。 
 
 
aunque〜：「〜ではあるが」 
 
ya は「既に」「もう既に」という意味で使われることが多いですが「今すぐ」と
いう意味で使われることもあります。 
 
quiero は quiere という動詞の、yo「私」を主語とする活⽤ 
【querer＋動詞原型】で「〜したい」という表現になります。 
 
volver：「帰る・戻る」「再び〜する」 
 
 
Estoy pensando ir a la universidad y hacer un máster para tener más 
oportunidades. 
エストイ ペンサンド イール ア ラ ウニベルスィダ イ アセール  
ウン マステル パラ テネール マス オポルトゥニダーデス。 
もっと多くのチャンスを掴むために⼤学に通って修⼠を取得しようと思ってい
るの。 
 
 
【Estar 動詞＋現在分詞（〜ndo）】で「〜しているところ」という、 



現在進⾏形の表現ですね。 
 
pensando は pensar「思う・考える」という動詞の現在分詞ですね。 
【pensar＋動詞原型】で「〜することを考える」という表現になります。 
 
hacer un máster：「修⼠号を取得する」 
 
 
¿Y tú? 
イ トゥ？ 
あなたは？ 
 
 
男性 
Hasta hace poco trabajaba en un banco, 
アスタ アセ ポコ トラバハーバ エン ウン バンコ、 

ほんの少し前まで銀⾏で働いていたよ。 
 
 
pero me ofrecieron una oportunidad muy buena en una multinacional. 
ペロ メ オフレスィエロン ウナ オポルトゥニダ ムイ ブエナ エン 
ウナ ムゥティナスィオナゥ。 
でも、多国籍企業からとても良いチャンスをもらってね。 
 
 
hasta hace poco：「ほんの少し前まで」 
trabajaba は trabajar「働く」という動詞の過去形（線過去）の活⽤ 
 
ofrecieron は ofrecer「提供する」「申し出る」という動詞の過去形（点過去）で 
複数形を主語とする活⽤。me ofrecieron なので「私に提供した」ですね。 
 
oportunidad：「機会」「チャンス」 



multinacional：「多国籍企業」 
 
 
El trabajo es interesante y viajo mucho. 
エル トラバホ エス インテレサンテ イ ビアホ ムーチョ。 
仕事は⾯⽩くて、出張も多いんだ。 
 
 
viajo は viajar「旅⾏する」「旅をする」という動詞の、yo「私」を主語とする 
活⽤で、ここでは「出張」と捉える⽅が⾃然です。 
 
 
La semana pasada estuve en París. 
ラ セマーナ パサーダ エストゥーべ エン パリス。 
先週はパリに居たよ。 
 
 
⼥性 
¡Qué suerte! 
ケ スエルテ！ 
それは良かったわね！ 
 
 
基本的には「なんて運がいいんだ！」「ツイてる！」という感じのニュアンスに
なります。 
 
 
男性 
¿Y qué haces por aquí? ¿Vives cerca? 
イ ケ アセス ポル アキ？ ビベス セルカ？ 
で、ここで何してるの？近くに住んでるの？ 
 



⼥性 
No. Es que he quedado con mi marido para ir a una agencia inmobiliaria. 
ノ。エス ケ エ ケダード コン ミ マリード パラ イール ア ウナ 
アヘンスィア インモビリアリア。 
いいえ。夫と不動産代理店に⾏く約束をしているの。 
 
 
スペイン⼈の⼈は es que という⾔い⽅をよくしますね。 
 
he quedado は現在完了ですね。quedado が quedar という動詞の過去分詞で、 
ここでは「約束する」「待ち合わせする」という意味で使われています。 
 
agencia inmobiliaria：「不動産代理店」 
 
 
El piso que tenemos está un poco lejos y no hay metro. 
エル ピソ ケ テネーモス エスタ ウン ポコ レホス イ ノ アイ  

メトロ。 

住んでるマンションは少し遠くて地下鉄がないのよ。 
 
 
El piso que tenemos の部分は、que以降で El piso を補⾜説明していますね。 
tenemos は tener「持つ・持っている」という動詞の、nosotros「私たち」を主
語とする活⽤なので、「私たちが所有しているマンション」ですね、 
 
un poco：「少し」 
poco：「殆ど〜ない」 
 
no hay〜：「〜がない」 
」 
 
 



Queremos algo mejor comunicado. 
ケレーモス アゥゴ メホール コムニカード。 
もっと交通アクセスの良い物件が良いわ。 
 
 
Queremos は querer という動詞の、nosotros「私たち」を主語とする活⽤で、 
ここでは【querer＋名詞】で「〜が欲しい」という表現をされています。 
 
mejor：「より良い」「最も良い」＊ここでは「より良い」という意味ですね。 
comunicado：「交通アクセスが良い」 
 
 
男性 
Pues donde yo vivo alquilan varios pisos. 
プエス ドンデ ジョ ビボ アルキラン バリオス ピソス。 
それなら、僕が住んでいる地域でマンションを沢⼭貸し出してるよ。 
 
 
ここでの donde は疑問詞の dónde とは別となります。 
donde yo vivo「私が住んでいる所」となります。 
 
alquilan は alquilar「貸す」「借りる」という動詞の、複数形を主語とする活⽤ 
varios（⼥性形は varias）：「様々な」「⾊々な」「沢⼭の」 
 
 
Es un barrio muy bien comunicado. 
エス ウン バリオ ムイ ビエン コムニカード。 

交通アクセスがとても良い地域なんだ。 
 
 
barrio：「地区・地域」 
 



Hay metro y varias líneas de autobús. 
アイ メトロ イ バリアス リーネアス デ アウトブス。 
地下鉄と、多くの路線バスがあるよ。 
 
 
hay〜：「〜がある」 
línea：「線」「路線」 
 
 
⼥性 
Pero nosotros preferimos no alquilar. 
ペロ ノソートロス プレフェリーモス ノ アルキラール。 
でも、（私たち夫婦は）借り物件じゃない⽅が良いのよ。 
 
 
preferimos は preferir「〜の⽅をより好む」という動詞の、nosotros「私たち」
を主語とする活⽤で【preferir＋動詞原型】で「〜することをより好む」という
表現になります。 
 
preferimos no alquilar なので「私たちは借りない⽅をより好む（借りない⽅が良
い）」ということですね。 
 
 
Hemos vivido de alquiler muchos años y hemos tenido malas experiencias. 
エーモス ビビード デ アルキレール ムーチョス アーニョス イ  
エーモス テニード マラス エクスペリエンスィア（エスペリエンスィア）。 
何年も借り物件に住んでるけど、嫌な経験をしたわ。 
 
 
Hemos vivido は現在完了の表現ですね。過去に住み始めて今も住んでいる」 
ということですね。vivido が vivir「住む」という動詞の過去分詞ですね。 
 



de alquiler：「レンタルで」「借受で」 
 
hemos tenido も現在完了の表現ですね。tenido は tener「持つ・持っている」と
いう動詞の過去分詞ですね。 
 
malo（⼥性形は mala）：「悪い」「下⼿な」 
experiencia：「経験」 
 
 
男性 
Pues hay un vecino que creo que quiere vender, pero no estoy seguro. 
プエス アイ ウン べスィーノ ケ クレオ ケ キエレ ベンデール、 

ペロ ノ エストイ セグーロ。 

それなら、売りたいと考えているご近所さんがいるよ。でも、確かではないんだ。 
 
 
pues：これといった特別な意味はなく、間を繋ぐための表現です。 
vecino：「隣⼈」「近所の⼈」 
 
creo que〜：「〜と思う」「〜と考える」 
 
quiere は querer という動詞の 3⼈称単数を主語とする活⽤ですね。 
quiere vender なので「売りたい」ということですね。 
 
no estoy seguro：「定かではない」「ハッキリとは分からない」 
⼥性がいう場合は seguro ではなく segura となります。 
 
 
 
 
 
 



Voy a preguntar. ¡Uf! ¡Qué tarde es! 
ボイ ア プレグンタール。ウ！ ケ タルデ エス！ 
聞いてみるよ。あ！もうこんな時間！ 
 
 
voy は ir「⾏く」という動詞の、yo「私」を守護とする活⽤ 
【ir a＋動詞原型】で「〜するつもり」という表現になります。 
 
¡Qué tarde es!：「遅くなった！」「もうこんな時間！」 
 
 
Me voy corriendo, que he quedado para comer con una amiga. 
メ ボイ コリエンド、ケ エ ケダード パラ コメール コン ウナ  
アミーガ。 
もう⾏くね。お友達と⾷事の約束をしてるんだ。 
 
 
Me voy corriendo：「（私は）もう⾏く」「（私は）急いで⾏く」 
 
he quedado は現在完了の表現ですね。quedado が quedar という動詞の 
過去分詞で、ここでも「約束する」という意味で使われていますね。 


